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と
れ

て
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佐
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長
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入
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と
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発
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！
？



船
山
富
雄

Tomio
Funayama

事
務
局

梅
内
の
資
源
を

活
用
し
た
い
！

山
は
代
々

受
け
継
が
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も
の
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Hinako Fujita
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楽
し
い
」

そ
の
気
持
ち
こ
そ

活
動
の
原
動
力
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菜
倶
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な
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あ
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の
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で
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動
し
た
い



青
年
会



安
部
修

Osamu Abe

梅
内
が
好
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く
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元
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入
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て
し
ま
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き
っ
と
そ
の
雰
囲

気
が
好
き
に
な
る
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也
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め
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梅
内
の
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力
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何
も
な
い
か
ら
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ろ
何
で
も
で
き
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と
い
う
点

創
造
力
次
第

環
境
に
配
慮
し
た

林
業
を



安
井
賢
太

Kenta 
Yasui

山
が
盛
り
上
が
っ
て

き
た

こ
れ
か
ら

ど
ん
な
こ
と
が
で
き

る
か
、
ワ
ク
ワ
ク
し

て
い
る



林
業
は

共
同
作
業
で
。

Takuya (left) & Kenta (right)

Forestry needs cooperation.



ひとり一人が 梅内聚落を創り上げる 大切な存在



完


	スライド 1: 梅内の人図鑑
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4: 野呂勝彦 Katsuhiko Noro
	スライド 5: 安井重雄 Shigeo Yasui
	スライド 6: 佐藤信夫 Nobuo Sato
	スライド 7: 安井鉄男 Tetsuo Yasui
	スライド 8: 船山富雄 Tomio Funayama
	スライド 9
	スライド 10: 藤田ひな子 Hinako Fujita
	スライド 11: 山菜倶楽部を支える方々
	スライド 12
	スライド 13: 安部修 Osamu Abe
	スライド 14: 片濱卓也 Takuya Katahama
	スライド 15: 安井勇介 Yusuke Yasui
	スライド 16: 安井賢太 Kenta Yasui
	スライド 17: 林業は 共同作業で。
	スライド 18: ひとり一人が 梅内聚落を創り上げる 大切な存在
	スライド 19

